
第 75 号
2024年 8 月30日

（金曜日）

（ 1 ）　 2024年 8 月30日 （金曜日）� （第75号）

発　行　所
北方領土返還要求運動

神奈川県民会議
〒231-8588 横浜市中区日本大通1
TEＬ 045-285-0905

発行人　綾　井　祐　一

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議

令
和
六
年
度
総
会

を
開
催

こ
の
た
び
会
長
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
、
神
奈
川
県
議
会
議

長
の
柳
下
剛
で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
、

北
方
領
土
返
還
と
い
う
大
き
な

目
標
に
向
け
て
、
尽
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

昭
和
六
十
年
十
一
月
に
設
立

つ
れ
て
低
く
な
る
傾
向
と
な
っ

て
お
り
、
若
年
層
の
意
識
向
上

と
返
還
運
動
の
担
い
手
の
確
保

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
、我
々
県
民
会
議
は
、

神
奈
川
県
北
方
領
土
問
題
教
育

者
会
議
と
連
携
し
、
県
内
の
中

高
校
生
を
対
象
に「
北
方
領
土

問
題
に
関
す
る
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
若
年

層
へ
の
北
方
領
土
問
題
の
理
解

の
底
上
げ
を
図
り
、
青
少
年
及

び
教
育
関
係
者
に
対
す
る
啓
発

等
を
通
じ
た
運
動
の
担
い
手
と

し
て
の
後
継
者
育
成
を
強
化
し

て
い
く
所
存
で
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

北
方
領
土
返
還
要
求
に
関
す
る

世
論
を
盛
り
上
げ
、
運
動
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
よ
り
一
層

の
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議
で
は
、

七
月
十
一
日
（
木
）、
書
面
に
て
令
和
六
年
度
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

新
会
長
に

　
柳
下
剛
神
奈
川
県
議
会
議
長

�
を
選
任

令 和 6 年 度 役 員 名 簿
役職名 氏　　　名 団体等の職
会 長 柳　下　　　剛 神奈川県議会議長

副会長
林　　　克　己 日本労働組合総連合会神奈川県連合会会長

飯　塚　　　侑 公益社団法人日本青年会議所関東地区神奈川ブロック
協議会会長

事務局長 前　島　　　藍 日本労働組合総連合会神奈川県連合会副事務局長

理 事

井　村　浩　章 神奈川県商工会議所連合会専務理事
由　良　竜　一 神奈川県農業協同組合中央会常務理事
平　本　正　子 神奈川県地域婦人団体連絡協議会会長
亀　澤　佐知子 川崎市地域女性連絡協議会理事
綾　井　祐　一 北方領土問題対策協会神奈川県推進委員

監 事
高　橋　征　人 神奈川県漁業協同組合連合会代表理事会長
伊　藤　靖　志 公益社団法人横浜貿易協会常務理事

今
回「
四
島
の
か
け
橋
」は
、

我
々
の
北
方
領
土
返
還
運
動
の

今
後
の
進
展
に
も
か
か
わ
る
重

要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
攻
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
ま

し
た
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
全
面
的
な
軍
事
侵
攻
は
、

二
〇
二
二
年
二
月
二
十
四
日
に

開
始
さ
れ
、
約
三
年
余
り
が
経

過
し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に

終
戦
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。ロ

シ
ア
に
お
け
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
は
、
十
年
前
か
ら
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
四
年
三

月
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
ク

リ
ミ
ア
半
島
の
ロ
シ
ア
へ
の
併

合
を
宣
言
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領

で
あ
っ
た
ク
リ
ミ
ア
半
島
内
に

は
、
ク
リ
ミ
ア
自
治
共
和
国
と

セ
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ポ
リ
特
別
市
が

会
長
就
任
に
当
た
っ
て

�

神
奈
川
県
議
会
議
長　
　

柳
　
下
　
　
　
剛

あ
り
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
と
こ

の
二
地
域
の
自
治
政
府
の
三
者

が
条
約
を
締
結
し
て
併
合
が
承

認
さ
れ
た
、
と
し
て
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
は
当
然
そ

れ
を
認
め
ず
、
十
九
世
紀
的
な

力
に
よ
る
併
合
は
国
際
社
会
か

ら
も
批
判
が
多
く
、
容
認
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
ロ
シ
ア
は
先
進

国
首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）
へ

の
参
加
を
拒
否
さ
れ
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
は
独
立
国
家
共
同
体（
Ｃ

Ｉ
Ｓ
）
か
ら
離
脱
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
及
び
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
な
ど

は
ロ
シ
ア
に
対
す
る
経
済
制
裁

に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
対
ロ
シ
ア
の
戦
争

を
も
辞
さ
な
い
構
え
を
強
め
、

緊
張
が
高
ま
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
の
奪
回
は

困
難
で
、
時
間
の
経
過
と
共
に

事
実
上
の
ク
リ
ミ
ア
は
ロ
シ
ア

領
化
し
て
お
り
、
ク
リ
ミ
ア
返

還
に
ロ
シ
ア
が
応
じ
る
気
配
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ク
リ
ミ
ア
併
合
に
続
い
て
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
の
ロ
シ
ア
系

住
民
の
多
い
地
域
で
も
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
の
分
離
を
要
求
し
て

闘
争
を
開
始
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東

部
紛
争
が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ

ち
ら
に
対
し
て
ロ
シ
ア
は
併
合

を
表
明
せ
ず
、
そ
の
分
離
独
立

を
支
援
す
る
と
し
て
事
実
上
、

軍
事
介
入
し
て
い
ま
す
。
二
〇

二
〇
年
七
月
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東

部
紛
争
は
停
戦
が
成
立
、
戦
闘

行
為
は
停
止
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
問
題
は
解
決
し
て
い
ま
せ

ん
。日

本
は
北
方
領
土
返
還
交
渉

に
つ
い
て
粘
り
強
く
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
中
断
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
歴
史
は

今
後
何
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
今
後
も
粘
り
強
く
返
還

要
求
を
行
う
こ
と
が
大
事
で

す
。
我
々
は
将
来
に
向
け
、
日

本
と
ロ
シ
ア
の
青
少
年
と
交
流

を
促
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
綾
井
）

◇
柳
下
　
剛 

会
長
◇

神
奈
川
県
議
会
議
員（
横

浜
市
緑
区
選
出
）。
平
成
二

十
三
年
に
初
当
選
以
来
、
四

期
当
選
。

こ
の
間
、
環
境
農
政
常
任

委
員
会
、
国
際
文
化
観
光
・

ス
ポ
ー
ツ
常
任
委
員
会
、
予

算
委
員
会
等
の
各
委
員
長
及

び
自
由
民
主
党
神
奈
川
県
議

会
議
員
団
団
長
を
歴
任
。

令
和
六
年
五
月
、
第
一
一

七
代
神
奈
川
県
議
会
議
長
に

就
任
。
神
奈
川
県
出
身
。
六

十
歳
。

第
一
号
議
案
役
員
の
選
任
に

つ
い
て
は
、
会
長
に
は
、
選
出

母
体
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
前

神
奈
川
県
議
会
議
長
の
加
藤
元

弥
氏
に
代
わ
り
、
先
の
県
議
会

で
新
た
に
神
奈
川
県
議
会
議
長

に
就
任
し
た
柳
下
剛
氏
を
選
出

し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
任
期

満
了
及
び
選
出
母
体
の
役
員
の

改
選
等
に
よ
り
、
令
和
六
年
度

役
員
名
簿
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
役
員
を
選
出
（
再
任
）
し
ま

し
た
。

次
い
で
、
第
二
号
議
案
令
和

五
年
度
事
業
報
告
、
第
三
号
議

案
令
和
五
年
度
収
支
決
算
、
第

四
号
議
案
令
和
六
年
度
事
業
計

画（
案
）、
第
五
号
議
案
令
和
六

年
度
収
支
予
算
（
案
）
を
承
認

し
ま
し
た
。

し
た
こ
の
県
民
会
議
も
、
今
回

で
四
十
回
目
の
総
会
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
北
方
領

土
返
還
に
向
け
た
会
員
の
皆
様

の
熱
意
と
長
年
の
御
努
力
に
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
北
方
領
土
問
題
に
関

し
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を

踏
ま
え
た
我
が
国
の
措
置
に
対

し
、
ロ
シ
ア
政
府
が
平
和
条
約

交
渉
の
中
断
や
四
島
交
流
及
び

自
由
訪
問
の
事
業
の
停
止
を
一

方
的
に
発
表
す
る
な
ど
、
見
通

し
の
立
た
な
い
、
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

令
和
六
年
三
月
末
時
点
で
の

元
島
民
の
数
は
五
、
一
三
五
人

で
、
終
戦
時
に
北
方
領
土
に
住

ん
で
い
た
人
数
か
ら
初
め
て
三

割
を
下
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、

元
島
民
の
平
均
年
齢
も
八
八
・

五
歳
と
な
り
、
高
齢
化
も
一
段

と
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
今
こ

そ
、
御
高
齢
に
な
ら
れ
た
元
島

民
の
方
々
に
寄
り
添
い
、
県
民

総
ぐ
る
み
で
、
返
還
要
求
の
取

組
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

我
々
県
民
会
議
は
、
北
方
領

土
問
題
を
解
決
し
て
平
和
条
約

を
締
結
す
る
と
い
う
我
が
国
の

一
貫
し
た
基
本
方
針
の
下
、
こ

の
問
題
に
対
す
る
県
民
一
人
ひ

と
り
の
理
解
と
関
心
を
さ
ら
に

深
め
、
一
日
も
早
い
返
還
を
求

め
る
多
く
の
声
を
結
集
す
る
な

ど
、
返
還
の
機
運
を
高
め
て
ま

い
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、「
北
方
領
土
問

題
に
関
す
る
世
論
調
査
」に
よ

れ
ば
、
北
方
領
土
問
題
に
対
す

る
関
心
や
返
還
運
動
へ
の
参
加

意
欲
が
、
年
齢
が
若
く
な
る
に

四島のかけ橋（北海道根室市）



は
、
み
な
と
み
ら
い
へ
移
動
し
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横
浜　

海
外
移
住
資

料
館
な
ど
を
見
学
し
た
後
、
中

華
街
で
昼
食
を
と
っ
て
解
散
し

ま
し
た（
根
室
管
内
か
ら
参
加

さ
れ
た
中
学
生（
七
名
）は
、
関

東
甲
信
越
青
少
年
交
流
会
終
了

後
、
都
内
に
宿
泊
し
、
二
十
九

日（
月
）以
降
に
総
理
大
臣
や
外

務
副
大
臣
な
ど
を
表
敬
訪
問
さ

れ
た
そ
う
で
す
。）。

参
加
し
た
中
学
生
か
ら
は
、

「
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
更
に

理
解
が
深
ま
っ
た
。」、「
自
分
自

身
の
視
野
を
広
げ
ら
れ
、
と
て

も
有
意
義
で
あ
っ
た
。」な
ど
の

感
想
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

根
室
管
内
か
ら
の
中
学
生
か
ら

は
、「
他
県
の
生
徒
さ
ん
と
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
良
い

経
験
に
な
っ
た
。」と
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
し
た
引
率
教
諭

か
ら
も
、「
北
方
領
土
の
学
習
上

の
扱
い
に
つ
い
て
情
報
交
換
が

で
き
た
の
は
と
て
も
有
益
で
し

た
。」な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（第75号）� 四
し
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北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
関
東

甲
信
越
青
少
年
交
流
会
及
び

関
東
甲
信
越
北
方
領
土
問
題

教
育
指
導
者
地
域
研
修
会
を

神
奈
川
県
で
開
催

編
集
後
記

◇
令
和
六
年
度
は
、
第
一
一
七

代
県
議
会
議
長　

柳
下　

剛
氏

に
、
会
長
に
御
就
任
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
五
月
二

十
七
日
、
県
民
会
議
前
島　

藍

新
事
務
局
長
と
と
も
に
議
長
室

を
訪
ね
、
県
民
会
議
の
概
要
等

を
説
明
し
、
会
長
就
任
に
つ
き

快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
。
柳
下　

剛
新
会
長
、
一
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
改
め
て
加
藤　

元
弥
前
会
長
に
は
一
年
間
の
会

長
職
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

（
綾
井
）

第38回
北方領土返還要求運動神奈川県民大会

日時：令和6年11月１日（金）18時～19時30分
場所：横浜情報文化センター　情文ホール
内容：関東甲信越青少年交流会実施報告、北方領土青少年等現地視察事業実施報告ほか

 （予定）
 

皆様、ふるって御参加ください。

令
和
六
年
七
月
二
十
七
日

（
土
）か
ら
二
十
八
日（
日
）ま

で
、
関
東
甲
信
越
と
根
室
管
内

の
中
学
生
が
、
共
に
北
方
領
土

問
題
に
つ
い
て
考
え
る
と
と
も

に
、
教
育
指
導
者
が
北
方
領
土

に
関
す
る
授
業
の
展
開
方
法
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
、「
北
方
領
土

返
還
要
求
運
動
関
東
甲
信
越
青

少
年
交
流
会
」及
び「
関
東
甲

信
越
北
方
領
土
問
題
教
育
指
導

者
地
域
研
修
会
」を
十
年
ぶ
り

に
神
奈
川
県（
湘
南
国
際
村
セ

ン
タ
ー
）で
開
催
し
ま
し
た
。

関
東
甲
信
越
青
少
年
交
流
会

で
は
、
北
方
領
土
問
題
に
つ
い

て
学
ぶ
と
と
も
に
、「
北
方
領
土

問
題
の
解
決
策
を
考
え
よ
う
～

わ
た
し
た
ち
の
W
i
n
︲

W
i
n
プ
ラ
ン
～
」を
テ
ー
マ
に

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
検
討
を

行
い
、
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
最
後
に
は
、
根
室
市
で
開

催
さ
れ
た
学
校
生
徒
弁
論
大
会

「
北
方
領
土
問
題
の
部
」で
優
勝

し
た
生
徒
さ
ん
か
ら
、
そ
の
時

の
論
題
で
あ
る「
北
方
領
土
問

題
解
決
へ
の
第
一
歩
」を
発
表

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
育
指
導
者
地
域
研
修
会
で

は
、
神
奈
川
県
に
お
け
る
取
組

事
例（
川
崎
市
立
生
田
中
学
校　

大
坂
教
諭
）を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
授
業
の
導
入
方
法
に
つ

い
て
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
検
討

し
、
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

二
日
目
の
二
十
八
日
（
日
）

綾井推進委員挨拶

集合写真（湘南国際村センター　玄関前） 青少年交流会グループワーク

えとぴりかの一般公開
昨年度に引き続き、今年度も北方四島交流等事業使用船舶「えとぴりか」

の一般公開が、横浜港で開催されます。
停泊中の船内見学（食堂兼集会室、客室、浴室、操舵室、デッキ等）や、船

内での北方領土啓発パネルの展示等、来場者向け参加型イベントの実施が予
定されていますので、この機会にぜひ足を運んでみてください。

日時：令和６年10月18日（金）午後１時から午後５時まで
　　　　　　　　　 19日（土）午前10時から午後５時まで
　　　　　　　　　 20日（日）午前10時から午後３時まで
場所：横浜新港埠頭９号岸壁（神奈川県横浜市中区新港）

えとぴりか


